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の概要 

これまでの課題として、一般市民への啓発がなされているかどうか疑問であった。このた

め、市民公開講座を開催した。2025年 9 月 28日ににいがた健活講座として新潟メディアシ

ップにてリウマチ膠原病に関する市民公開講座を開催した。120名あまりの参加者があった。

この講座で黒田医師、小林医師からそれぞれご講演をいただき、代表研究者は CoNN-URD の

ホームページの周知と啓発を行った。 

 

市民公開講座の参加者にたいして有効回答数１１１名のアンケート結果を得た。 

 

1)関節リウマチを知っていたかという問いについてはあまり知らなかった、ほとんど知ら

なかったがあわせて 40％だった。講座を受講して関節リウマチの理解が深まったと 90％が

回答した。 

 

2）講演①について面白かったが 80％、わかりやすかったが 90％であった。 

3）講演②についても面白かったが 90％、わかりやすかったが 90％であった。 

 

4）CoNN-URDについては受講前 90％が知らなかったと回答したが、公開講座の受講によっ

て、９０％の参加者が、理解が深まると回答し、さらに 84％の参加者が今後このホームペー

ジを活用したいと回答した。 

 

上記の結果から、一般の方のリウマチ疾患に対する生の声が聴けたとともに、CoNNURDに対

する理解が深まった回答が大多数得られ、啓発の効果があったといえる。 

 

本研究は、ホームページを中心としたさまざまな啓発活動を通じて、診断未確定関節炎に

対する患者の遅れ、かかりつけ医の遅れ、そしてリウマチ医の遅れを軽減し新潟地域におけ

る診断未確定関節炎の早期診断と早期治療の達成をはかることが最終目標である。今後も地

道に活動していく方針である。 

 

 


